
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

当院の実習ではクリニカルクラークシップにて診療に参加して様々な疾患

の方と関わります。また多様性による療法士の役割や目的または職能を学

び体験してもらえるように専門部署での実習となります。ディリーノートはポ

ートフォリオ型式で提出となり症例レポート・レジメ作成はなく日々の臨床経

験を多く積める教育実習としています。 

指導目的 

★技術単位診療参加システム 
★見学・模倣・実施の原則 
★学生が診療に参加 
★指導者が実際に行うアプローチを 
近くでみて手伝う 

★セラピストという職業について学ぶ 
 
実習の流れ 
専門部署（入院 or 外来 or 通所）にて実施 
＊時期にて訪問リハビリ日がありますので事前連絡時に 
お知らせします。 

クリニカルクラークシップ Clinical Clerk Ship

学生は医療チームの一員として患者の医療にかかわる形で実

習を行い、医療の現場で真に求められているものは何かを感じ

取りより実践的な臨床能力を身に付ける臨床参加型の実習。 

今日の体験は明日への希望 

目指せ感性豊かなセラピスト 

2026 年 4月１日更新 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導体制 
 

複数指導者型 

学生が行う課題 

ディリーノート 

  ⇒ポートフォリオ型式にて提出 

   ＊紙入れ、札入れを意味する。 

   ＊臨床研修期間中に短時間で日々の 

成果や軌跡を一元化して記載できる。 

   ＊クリアポケットファイルを使用（当院で用意します） 

   ＊１日分を１枚の中にいれて時系列で挿入して管理していく 

   ＊フォーマットに沿って入力 
※養成校にて指定様式がある場合はそちらで準じます。 

ＣＣ ：クリニカル・コーディネーター 

臨床教育全体を調整する総括責任者  

  

ＣＥ ：クリニカルエデュケーター 臨床教育者（Clinical Educator）  
 

Sub ＣＥ ：Main ＣＥを見守り、実習生を全体的に指導を行なう。 
 

Main ＣＥ ：実務を教え、相談に乗り、症例ごとの実践的な臨床教育を行なう。 

ＣＣ Sub ＣＥ 

Main ＣＥ 

実習生 

8：30 外来棟正面玄関より入館 

1Ｆ事務所へお声掛け下さい。 

事務職員がロッカーの案内をします。 

9：00 オリエンテーション 

リハ科説明・目標設定・ＣＣＳ講義など 

 12：00 昼食 

 13：00 院内見学・情報収集 etc. 

 17：00 CE との顔合わせ 

      帰宅 

実習当日 

※行き帰りの服装は私服で可能 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡事項 

 

昼食 
持参/売店利用可能 

休日 
週休 2日、指導者の休みと合わす 

固定休（日曜日・祝日） 

①マスク、フェイスシールド、手指消毒、評価器具等は貸し出します。 

②個人 PC やタブレッドの持ち込み可能 

③冬季は寒いので防寒対策可（インナーやジャージ/カーディガンなど） 

④行き帰りの服装は私服で可 

⑤自動車、バイク等での通院可 

⑥敷地内全面禁煙 

 

◆体調管理（以下の症状がある場合は実習が休みとなります） 

①体温 37.5 度以上 

②呼吸器症状（咳・痰・息苦しさ）が悪化している場合 

③のどの違和感（痛み・いがいが感・嗄声）が悪化している場合 

◎アレルギー性の症状がある方は相談して下さい。 

◎解熱または症状が軽減にて実習再開となります。 

 
◆当院での臨床実習では、訪問実習の指示がある場合は以下の物を 

用意しておいて下さい。 

●ポロシャツ ⇒色は自由・無地・ワンポイントまで 

●靴下の替えを多く準備しておいて下さい。 

●外靴の用意（スニーカー） 

●訪問時の荷物入れ ⇒トートバッグのようなものでもＯＫ 

※学校指定ユニホームのズボンが白色の学生は汚れ等が目立ち 

やすいのでジャージ etc.の動きやすいズボンを用意して下さい。 

※冬季は寒いので防寒対策（インナーやジャージ上着、 

ジャンパー等）の用意をしておいて下さい。 

※実習開始 1週間前に最終確認の 
メール連絡を行って下さい。 

宜しくお願い致します。 

実習総責任者 

リハビリテーション科  

作業療法士 吹野貴  
 

メールアドレス↓↓↓ 
 

t_fukino@tmg.or.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

実習生アンケート結果 
集計期間 ： 2019年 4月～2020年 3月 

治療実習 6名  評価実習 4名  その他2名 （ＰＴ学生 9名、ＯＴ学生 3名）   合計 12名 

 

 
学生の皆さんアンケートの協力 

ありがとうございました！ 



 

 

クール毎の面接にて、
自分の課題がみつか
り、次のクールに生か
すことができた。 

次の実習が不安。 
（3 件） 

学校側でレポート・レジュメが

課されており戸惑う （7 件） 

評価時間が少
ない（6 件） 

１つの症例に対して深く関わ
れない（浅く広い） （7 件） 

★実習担当者より★ 

学生アンケートを基に毎年研修会を行い実習内容等の振り返りや改善をしていま

す。当院での教育実習理念である「今日の体験は明日への希望！目指せ感性豊か

なセラピスト！」を基に臨床実習に取り組んでいます。これから実習に来られる学生

さんは不安でしょうがないかも知れませんが、セラピストと共に臨床現場での経験を

多く積み自分の夢に近づけるように頑張りましょう！！ 

他の学生と同じやり
方の為、学生同士で
相談がしやすい。 

睡眠時間が多くとれ実
習が集中できた。 


